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なぜ聖書（を読むの）が苦手なのか？

•難しい・分からない

•文字が多すぎる

•長すぎる

•読んでいると眠くなる

•読む時間がない

•カタカナが多い（漢字が多い）

•いきなり人の名前で始まっている（新約聖書）

•専門用語が多い

•背景が分からない・・・・・



聖書はなぜ難しいのか？

•古い本である
•最初に書かれたのは紀元前２千年以前で、最も
新しい部分でも紀元後１世紀である

•天地創造～古代ユダヤ史～ローマ時代

•日本で一番古い書物は「古事記」（７１２年）

•外国の話である
•パレスチナ・エジプト・ペルシャ・地中海沿岸

•主にユダヤ人の歴史

•翻訳である
•ヘブル語・アラム語・ギリシャ語で書かれた



なぜ聖書を読むのか？

•神の言葉だから
•「聖書はすべて神の霊の導きの下に書かれ、人
を教え、戒め、誤りを正し、義に導く訓練をするう
えに有益です。」（テモテ二3:16）

•たった1つの真理だから
•聖書の教えは二千年間変わらず、否定されたり、
削除されたりしていない

•私たちを救う唯一の教えが記されているから
•「福音は、ユダヤ人をはじめ、ギリシア人にも、信
じる者すべてに救いをもたらす神の力だからで
す。」ローマ1:16



聖書の誕生

•旧約聖書
•ヘブル語聖書は「律法」・「預言者」・「諸書」

•３区分２４巻（現在の３９巻）がユダヤ教の「正
典」と認められたのは紀元９０年頃と思われる

•新約聖書
•１世紀の終わり頃までに多くの「福音書」「書簡」
が書かれた

•その後、どの書「使徒性」があるか論じられた

•４世紀の終わり頃には、「公会議」において現在
の２７巻を「正典」と認めた



公認聖書の完成

•「ウルガタ訳」の誕生
•紀元２，３世紀、ローマ帝国の公用語はラテン語
であったので、既に多くの書がラテン語に訳され
ていた
•紀元３８２年、教皇ダマスス1世はヒエロニムスに
命じて「正式な」ラテン語聖書を作るよう命じた
•ヒエロニムスは原語から翻訳し、４０５年に「ウル
ガタ（共通の）訳」を完成させた

•長らく唯一の公認聖書だった
•1546年のトリエント公会議は『ウルガタ』聖書をカ
トリック教会の公式聖書としてのラテン語訳聖書
の権威を再確認した



「オラショ」に残されたラテン語



聖書の拡大

•聖書の印刷
•金細工職人であったヨハネス・グーテンベルグは
１４３９年ヨーロッパではじめて金属の活字によ
る「活版印刷」を行った
•それまでは書き写しか木版印刷だった！

•１４５５年、当時最も重要で広く知られていた「ウ
ルガタ訳」を１８０部印刷した（「四十二行聖書」）

•４８部現存（全部・一部） 日本にも３部！

•印刷と宗教改革
•カトリック教会に対する質問状であるマルティン・
ルターの『95ヶ条の論題』も印刷された





母国語に翻訳された聖書

•印刷されるようになったけれど
•教会で使われる聖書はあくまでも「ウルガタ訳」
（ラテン語）だけだった

•翻訳された聖書
•ルターはカトリック教会を破門された後、聖書の
母国語（ドイツ語）翻訳に注力し、１５２２年に新
約聖書のドイツ語を完成させた

•イングランド王ジェームズ1世が英語の聖書作成
を命じ、１６１１年「欽定訳（King James Version）
が誕生した

•宗教改革以後、続々と様々な言葉に訳された



「読むもの」となった聖書

•母国語に翻訳され、印刷されるようになった
が、高価で誰もが手にするものではなかった
•最初のグーテンベルグ聖書は給料の３年分！

•識字率（文字が読める人の割合）も低く、多く
の地域で一部の人だけのものだった
•明治になってやってきた宣教師は日本人の識字
率の高さに驚き、直ぐに聖書出版を考えた

•書籍の値段の下落と、識字率の向上により、
多くの人にとって「読むもの」となった
•聖書を読むという行為は極最近始まった！



聖書のみ

•宗教改革の５つの「のみ」
•聖書のみ（Sola scriptura）

•信仰のみ（Sola fide）

•恵みのみ（Sola gratia）

•キリストのみ（Solus Christus）

•神の栄光のみ（Soli Deo gloria）

•聖書を最終権威とする
•「神のことばが、教会の教えと信仰告白を確立
する。それは天使であっても覆すことができな
い」（ルター）＞弊害もありますが…



せっかく読めるようになったのだから

•聖書を読まないのはもったいない
•読めることに感謝して

•分かり易い解説があります
•YouTube「聖書プロジェクト」：イラストで聖書の各
書巻を解説

•「聴くドラマ聖書」
•無料で手に入る朗読聖書！

•本来の姿に戻った？

•難しいからこそ面白い
•一生かかっても掘り尽くせない宝物



詩編１１９篇１０５節

あなたの御言葉は、

わたしの道の光

わたしの歩みを照らす灯。
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